
▲軽い手作業を通して機能の回復をはかる作業療法士

☆神戸を福祉の町に〈1 4 ＞

急がれる専Ｆ３技術者養成と待遇改善

( 写莫は兵庫県立リハビリテーションセンターで）

△身体の機能回復訓練をする理学療法士

〃
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
“
と
い
う
言
葉
が
最
近
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
〃
社
会
復
帰
″
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て

お
り
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
、
あ
る
い
は
脳
卒
中
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
病
気
や
事
故
で
身
体
が
以
前
の
よ
う
に
思
う
よ
う
に
動
か
な

く
な
っ
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
し
て
も
と
の
家
庭
や
職
場
へ

復
帰
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
と
い
っ
て
も
い
い
が
、
も
う
少

し
広
く
考
え
て
、
障
害
を
も
つ
人
が
、
障
害
を
で
き
る
だ
け
と
り

除
い
た
り
、
軽
減
し
た
り
し
て
、
残
さ
れ
た
能
力
の
ゆ
る
す
限
り

人
間
ら
し
い
幸
福
な
生
活
を
営
む
こ
と
と
い
っ
て
も
い
い
。
Ⅲ
常

生
活
の
う
ち
自
分
で
で
き
る
部
分
が
い
ま
ま
で
よ
り
少
し
ふ
え
る

こ
と
だ
け
で
も
そ
れ
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
か
な
ら
ず
し
も
職
場
や
社
会
へ
復
帰
で
き
な
い
重
度
障
害
者

や
老
人
の
場
合
で
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
適
用
で
き
る
。

さ
て
、
一
口
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
、
医
学
的

職
業
的
、
社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
各
分
野
で
総
合

的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
よ
く
「
第
三
の
医
学
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で

は
ま
ず
身
体
の
機
能
回
復
訓
練
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
考
え
て
み

た
い
。
た
と
え
ば
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
病
院
に
入
院
し
、
治
療

を
受
け
て
も
、
も
と
の
身
体
の
機
能
の
あ
る
部
分
が
失
な
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
日
常
生
活
を
営
む
の
が
非
常
に

困
難
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
い
う
時
は
失
わ
れ
た
機
能
を
補

う
た
め
に
柿
装
具
を
つ
け
た
り
、
残
さ
れ
た
機
能
を
最
大
限
に
生

か
す
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
医
者
と
共

に
専
門
の
技
術
を
用
い
て
こ
の
機
能
回
復
の
た
め
の
訓
練
を
す
る

人
た
ち
の
こ
と
を
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
訓
練
士
と
か
探
法
士

と
か
よ
ん
で
い
る
が
、
こ
の
探
法
士
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ

る
。
勺
ご
巴
○
巳
吾
の
届
亘
黒
（
理
学
疲
法
士
、
略
し
て
Ｐ
Ｔ
）

Ｏ
８
ｐ
冒
蔑
Ｏ
昌
一
昏
胃
§
諒
庁
（
作
業
療
法
士
、
略
し
て
Ｏ
Ｔ
）
、

の
面
①
①
呂
昏
①
制
亘
黒
（
言
語
療
法
士
、
略
し
て
Ｓ
Ｔ
）
な
ど
が

主
な
も
の
だ
が
他
に
も
ポ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
ス
ポ
ー
ラ
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど
、
最
近
新
し

い
分
野
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
次
々
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
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に
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

現
在
の
日
本
の
療
法
士
養
成
校
の
ほ
と
ん
ど
は
三
年
制
の
教
育

シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
お
り
、
各
種
学
校
と
同
じ
扱
い
な
の
で
卒
業

し
て
も
短
大
卒
後
一
年
の
資
格
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
専
門
技
術
者
と
い
っ
て
も
待
遇
面
で
は
低
い
地
位

に
あ
り
、
ま
た
仕
事
の
面
で
も
医
者
の
下
に
あ
っ
て
医
者
の
指
示

に
従
っ
て
動
か
な
け
れ
ば
宏
ら
な
い
た
め
、
専
門
性
を
生
か
し
き

れ
な
い
不
満
も
あ
る
。
「
生
徒
の
資
質
や
意
欲
は
年
々
低
下
し
て

い
る
し
、
単
に
頭
数
だ
け
蝋
や
せ
ば
い
い
と
い
う
も
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
よ
。
そ
れ
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
も
ひ
び
い
て

き
ま
す
か
ら
ね
。
養
成
校
を
つ
く
る
よ
り
も
、
四
年
生
の
総
合
大

学
の
中
に
早
く
専
門
コ
ー
ス
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
教
え

る
人
を
つ
く
る
こ
と
で
す
」
（
大
喜
多
さ
ん
）

「
カ
ナ
ダ
は
三
年
制
が
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
総
合
大

学
に
移
行
し
た
い
い
例
で
す
。
ア
メ
リ
カ
も
当
然
四
年
生
の
大
学

の
中
に
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ジ
ア
の
中
で
も
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
は
国
立
の
関
年
制
大
学
で
や
っ
て
ま
す
し
、
イ
ン
ド
だ

っ
て
旅
養
士
に
学
士
号
を
与
え
て
る
ん
で
す
よ
。
Ⅲ
本
は
ア
ジ
ア

の
中
で
も
遅
れ
て
ま
す
よ
」
（
山
下
さ
ん
）

「
技
術
者
は
人
の
命
を
預
か
る
ん
で
す
か
ら
し
っ
か
り
し
た
人
を

つ
く
る
と
同
時
に
、
そ
れ
な
り
の
待
遇
を
」
（
三
橋
さ
ん
）

日
本
で
は
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
と
い
っ
て
も
ま
だ
そ
の

仕
事
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
延
長
と
し

か
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
こ

れ
か
ら
治
旅
医
学
が
進
歩
し
、
老
人
人
口
が
期
え
、
成
人
病
や
障

害
者
が
増
加
し
、
人
権
尊
重
、
棉
祉
思
想
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
に
ち

が
い
な
い
。
そ
う
し
た
場
合
、
こ
う
し
た
専
門
技
術
者
な
く
し
て

は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
成
り
立
ち
得
な
い
。

建
物
は
で
き
て
も
人
は
そ
う
早
く
に
は
つ
く
れ
な
い
。
長
い
眼

で
本
腰
を
入
れ
て
養
成
と
待
遇
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
困
る
こ

と
に
な
る
の
は
目
に
み
え
て
い
る
。
福
祉
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
養

成
と
働
き
や
す
い
条
件
を
つ
く
る
努
力
は
今
年
か
ら
で
も
ぜ
ひ
本

気
で
や
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

’
0７

専
門
家
以
外
に
は
あ
ま
り
耳
な
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
う
し
た
縦

法
士
た
ち
は
、
一
一
－
ド
が
高
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常

に
数
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
垂
水
区
玉
津
町
に
あ
る
「
兵
庫
県
立

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
れ
、
三
橋
保
雄
（
Ｐ
Ｔ
）

山
下
隆
昭
（
Ｐ
Ｔ
）
、
大
喜
多
潤
（
Ｏ
Ｔ
）
、
増
原
純
子
（
Ｓ
Ｔ
）

さ
ん
の
み
な
さ
ん
か
ら
現
場
の
声
を
聞
い
て
み
た
。

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｐ
Ｔ
ｎ
人
、
Ｏ
Ｔ

４
人
、
Ｓ
Ｔ
２
人
が
毎
ｎ
多
く
の
患
者
さ
ん
た
ち
の
治
療
・
訓
練

を
受
け
も
っ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
み
る
と
ま
だ
ま
だ
こ
う
し
た

専
門
療
法
士
た
ち
の
数
は
驚
く
ほ
ど
に
少
な
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
た
り
、
「
理
学

旅
法
士
及
び
作
業
娠
法
士
の
身
分
資
格
に
関
す
る
法
律
」
が
で
き

た
の
は
今
か
ら
、
年
前
の
昭
和
如
年
の
こ
と
。
そ
し
て
こ
う
し
た

専
門
の
技
術
者
を
養
成
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
が
初
め

て
で
き
た
の
が
昭
和
調
年
で
、
現
在
Ｐ
Ｔ
の
養
成
校
が
全
国
に
ｎ

カ
所
、
Ｏ
Ｔ
が
５
ヵ
所
、
Ｓ
Ｔ
に
い
た
っ
て
は
東
京
に
一
カ
所
あ
る

の
み
だ
。
し
か
も
こ
う
し
た
養
成
校
は
一
校
で
定
員
加
名
と
い
う

少
数
な
の
で
、
卒
業
後
国
家
試
験
を
受
け
て
合
格
し
、
専
門
技
術

者
と
し
て
社
会
で
活
蹄
す
る
人
は
輝
年
二
百
人
に
も
満
た
な
い
。

経
験
者
で
特
例
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
人
の
数
を
合
わ
せ
て

も
、
昭
和
虹
年
か
ら
娼
年
ま
で
の
専
門
技
術
者
の
数
は
日
本
全
国

で
Ｐ
Ｔ
が
一
五
一
四
人
、
Ｏ
Ｔ
が
四
三
○
人
。
Ｓ
Ｔ
に
い
た
っ
て

は
昭
和
妬
年
４
月
に
東
京
都
新
宿
区
に
定
員
別
人
で
開
校
し
た
ば

か
り
な
の
で
卒
業
生
は
ま
だ
㈹
人
。

こ
う
し
た
専
門
技
術
者
の
需
要
は
年
々
高
ま
る
一
方
だ
が
、
資

格
を
も
っ
た
専
門
家
の
養
成
は
遅
々
と
し
て
た
か
な
か
進
ま
な
い

三
年
前
、
兵
庫
県
に
も
養
成
校
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

り
、
建
物
は
で
き
て
い
た
が
結
局
計
画
倒
れ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
疲
法
士
を
教
育
す
る
教
師
が
い
た
か
っ
た

こ
と
と
、
教
育
シ
ス
テ
ム
が
全
然
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
た
だ
単
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
数
を
増
や
せ
ば
い
い
と
い
う
考

え
が
先
行
し
た
結
果
、
実
が
と
も
な
わ
ず
つ
ぶ
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
現
在
の
日
本
の
療
養
士
養
成
の
多
く
の
問
題
を
端
的
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神束
田京
小都
川千
町代
８田
ノ区
６

足
立
巻

話
（
肥
）
２
９
２
／
３
７
１
１
（
代
）

替
東
京
１
０
８
０
２

●
本
誌
連
載
の
小
説
〈
曲
線
ハ
ィ
ゥ
ェ
ィ
〉
が
好
評
発
刊
／
、

Ｆ
○
ぐ
丙
①
両
〆
東
京
文
芸
社
要
７
３
０

愛
と
性

武
田
繁
太
郎
著

「
愛
と
性
」
は
話
題
の
「
寝
室
」
で
夫
婦
の
性
生
活
に
お
け
る
女
の
魔
性
を
描
い
た
著
音
の
最
新
長
篇
。
現
代
の
若

者
の
行
動
に
仮
託
し
て
、
愛
の
ふ
か
さ
が
味
う
性
の
欣
び
、
愛
と
性
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
、
曲
線
ハ
ィ
ゥ
ェ
で
結
ぶ

問
題
作
。

口
好
評
既
刊
／
武
田
繁
太
郎
著
「
寝
室
」
￥
７
９
０
「
芦
屋
夫
人
」
￥
５
５
０

上
・
下
巻
同
時
発
売
中
／
各
巻
４
５
０
ペ
ー
ジ
・
写
真
脂
ペ
ー
ジ
各
巻
１
６
０
０
円

没
後
八
年
日
亡
父
本
居
宣
長
に
捧
げ
た
不
朽
の
名
著
「
詞
の
八
術
」
１
本
居
学
の
総
師
と
し
て
国
語
学
と
和
歌
に
生
き
た
春
庭
の
生

涯
ｌ
構
想
如
年
・
特
異
な
語
学
者
を
人
生
の
機
微
に
触
れ
る
詩
人
の
鋭
い
人
間
観
察
眼
で
彫
り
あ
げ
た
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
拓
く

評
伝
文
学
の
労
作
。
同
人
誌
「
天
秤
」
連
城
の
も
の
を
全
編
改
稿
し
、
新
出
の
資
料
に
よ
り
増
補
。

振電

’
0８

や
ち
ま
た

〈
姉
妹
誌
オ
ー
ル
関
西
「
夕
暮
れ
に
蔀
を
植
え
て
」
の
執
筆
者
〉

河
出
書
房
新
社
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２

【
☆
神
戸
の
催
し
物
２
月
ご
案
内
〕

倉田澄子さん

八
音
楽
Ｖ

☆
森
昌
子
シ
ョ
ー

１
日
（
土
）
①
２
時
②
５
時
神
戸

国
際
会
館
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・

一
○
○
○
円

★
神
戸
市
少
年
団
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

１
日
（
土
）
１
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
無
料

★
土
晒
コ
ン
サ
ー
ト
噌
田
勝
フ
ル
ー
ト

リ
サ
イ
タ
ル

ー
日
（
土
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

五
○
○
円

★
ヤ
ン
グ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

２
日
（
日
）
①
１
時
②
４
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
一
五
○
○
円
Ａ
・

一
二
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円

★
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト

｜
フ３

日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円

★
ジ
ャ
ズ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
オ

オ
サ
カ

３
日
（
月
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
前
売
・
一
二
○
○
円
当
日
・
一

五
○
○
円

★
平
尾
昌
晃
リ
サ
イ
タ
ル

８
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
一
四
○
○
円

☆
山
口
百
恵
コ
ン
サ
ー
ト

★
神
戸
っ
子
読
者
５
名
様

パ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
パ
リ
国
立
音
楽
院
卒
業
の

女
流
チ
ェ
ロ
奏
者
・
倉
田
澄
子
リ
サ
イ
タ
ル
（
２

月
躯
日
／
県
民
小
劇
場
）
に
ご
招
待
ノ

（
兵
庫
県
音
楽
団
体
協
議
会
提
供
）

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
猛
・
年
令
・

職
業
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
お
書
き
の
上
、
〒
６
５
０
生
○

区
束
町
一
一
三
の
一
、
大
神
ピ
ル
７
階
月
刊
神

戸
っ
子
編
集
室
ま
で
、
先
葱
順

ル
☆
劇
団
四
一
手
公
演

「
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
」

皿
日
（
水
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

出
演
／
平
紳
二
朗
佐
久
間
良
子
ほ
か

★
ミ
ュ
ｉ
ジ
カ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

★
「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
」

皿
日
（
金
）
①
加
時
②
２
時
半
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
前
売
Ａ
・
一
○
○

○
円
Ｂ
・
八
○
○
円
Ｃ
・
六
○
○

円咽
臼
（
土
）
①
皿
時
半
②
２
時

姐
日
（
日
）
①
皿
時
②
１
時
③
３

時
半
神
戸
国
際
会
館

前
売
Ａ
・
一
二
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○

○
円
Ｃ
・
八
○
○
円
当
日
Ａ
・
一

四
○
○
円
Ｂ
・
一
二
○
○
円
Ｃ
・

一
○
○
○
円

★
俳
優
座
公
演
「
ど
ん
・
底
」

廻
日
（
火
）
、
Ｉ
創
日
（
金
）
６
時
蛎
分

塑
日
（
土
）
①
１
時
半
②
６
時
躯
分

鱒
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
・
一
三
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

☆
映
画
「
未
来
は
わ
れ
ら
の
も
の
」

３
日
（
月
）
１
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
六
○
○
円

神戸市少年団音楽隊

し９
日
（
日
）
①
１
時
②
４
時
神
戸
国

際
会
館
Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
五

○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円

★
全
日
本
合
唱
祭
（
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

が
や
っ
て
き
た
）

９
日
（
日
）
１
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
無
料

★
吹
奏
楽
団
プ
ラ
ス
・
ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ

第
一
回
定
期
演
奏
会

ｎ
日
（
火
）
５
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
二
○
○
円

★
ス
リ
ー
・
デ
ィ
グ
リ
ー
ズ

叫
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

ラ
プ
シ
ー
ト
・
四
五
○
○
円
Ｓ
・
二

八
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・

二
一
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

☆
ホ
セ
・
ミ
ゲ
ル
＆
長
嶺
や
す
子

四
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
Ｃ
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円

★
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
夕
べ

虹
日
（
金
）
７
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

一
般
・
五
○
○
円
中
間
生
。
三
○
○

円
☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
留
楽
団

鰯
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
三

○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円

☆
第
訓
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
軽
音
楽
の

夕
べ型

日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
無
料

☆
四
人
瞳
子
Ｖ
Ｓ
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ヴ
ギ
ヴ

ギ
パ
ン
ド

犯
日
（
土
）
６
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

☆
長
唄
岡
安
会

★
パ
キ
ス
タ
ン
国
立
民
族
舞
踊
団

ｎ
日
（
火
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
民
音
会
員
・
一
五
○
○
円
一

般
。
二
○
○
○
円９

‐
０
１

★
芹
洋
子
・
フ
ァ
イ
ン
メ
イ
ツ

”
日
（
木
）
６
時
妬
分
神
戸
文
化
小

ホ
ー
ル
神
戸
音
楽
友
の
会
会
員
・

一
三
○
○
円
一
般
・
一
五
○
○
円

☆
神
戸
山
手
演
奏
漣
会
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ

イ
タ
ル

”
日
（
木
）
６
時
県
民
小
劇
場

☆
パ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
倉
田
澄
子
リ
サ

イ
タ
ル

鎚
日
（
金
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

八
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演

「
オ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
」

１
日
（
土
）
６
時
亜
分
２
日
（
日
）

１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
神
戸

労
演
・
一
三
○
○
円

★
劇
団
民
芸
公
演
「
赤
ひ
け
」

７
日
（
金
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー 高橋竹山

ー

パキスタン国立民族舞踊団

＝

鯛
日
（
日
）
２
時
県
民
小
劇
場
無

料
岡
安
瞥
久
吉
・
沓
歌
子
他

★
思
い
出
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド

型
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
神
戸
民
音
・
一
四
○
○
円

★
高
橋
竹
山

型
日
（
月
）
６
時
妬
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
神
戸
音
楽
友
の
会
会
員
・

一
三
○
○
円
一
般
・
一
五
○
○
円
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血
．
由
●
〃

佐 川俊吉さん
〈創建設計社長＞
歌手の佐川満男さんのお兄さん。
『歌は得意じゃないですが…･ ･ ･ 』画
家の中西勝邸を股計した人。『こ
の頃景気はどうですか』『悪いで
すなア』『うさ研しに飲んで歌い
ますか』

､会い･

長
島
隆
さ
ん
〈
神
戸
市
市
民
局
長
〉

神
戸
ま
つ
り
に
は
い
つ
も
パ
レ
ー
ド
に
ご
一
緒
す
る
。

踊
る
市
民
局
長
さ
ん
。
な
に
せ
体
力
抜
群
で
あ
る
。
登

山
の
ベ
テ
ラ
ン
、
高
取
山
じ
ゃ
な
い
で
す
ぞ
、
エ
ベ
レ

ス
ト
で
す
よ
。
大
き
い
人
だ
。

鋸
．

Ⅱ

づ
び
宮
Ｊ
Ｊ
ｊ
０
。

ま
＄
’
“
ｒ
Ｊ

ｂ
一
、
１
１

《
も
１
９
。
Ⅵ
‐
円
〃
。

蕊
都

Ｉ
ｊ
灰
皿
脈
，
㎡
０
８

澱侭
′ノダ

ＬＤ

式‘剛’
〆払_‐

》
縛

尉
‐
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
ｉ
ｉ
ｊ
側
憾
蝿

生
駒
紀
美
子
さ
ん
〈
生
駒
時
計
店
夫
人
〉

山
田
五
十
鈴
さ
ん
に
似
て
し
ま
っ
た
。
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
美
人
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
主
人
が
見
た
ら
き
っ
と
『
こ
れ

は
よ
う
描
き
過
ぎ
や
』
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
。

馬
島

私
の
展
覧
会
の
た
め
に
、
骨
折
っ
て
く
れ
て
い
る

人
。
『
肥
っ
て
は
る
か
ら
、
少
々
の
こ
と
で
は
や
せ

は
ら
へ
ん
で
し
ょ
う
」
勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。秀

平
式
』
ん
〈
大
丸
神
戸
店
次
長
〉
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鴨居玲さんく洋画家･ 二紀会＞
まだ偉くならない頃から、私をほめてくれて
いた人。こういう人にほめられたら“免状, ,
をもらったような気になる。デッサンという
店でデッサンした。『なんか恥しいなア』と
テレる。いや、こっちの方が恥しい・

孟宗 英洋さんく鹿茸本舗㈱社長＞｢ 可

張り切った皮ふ、つやのある丸い顔。『高さ
ん鹿じよう酒の瓶に似てきましたよ』『ワツ
ハツハツ』鹿茸酒で乾杯、安心して乾杯、乾
杯。二日酔いしないから。ホントよ･

乳

ｈ％ , ４

：．.ｌ
：．熟
: ｡ 、ヘ．
、；‘ｅｉ．
）;－舟
、へ
..、．

１’１
蕊《）
ヅ、／
蝋”
・評‘

‐
、

鉾
一
行

違毒
もラ

;ii織鱗;i1１

脚

)》‘
’綴．．
,綾

鵡
諦
箕
で
１
１
Ｊ

わ
二
７
．

ふ
む
舎
壱
。
年
虫
干

二
心
》

眺
日
“
‐
ロ

．
〃
弾
痴
制
圃
翻
Ｊ
１
ｆ

為

【Ｐｆ〆Ｉ

E 畠

田
中
薫
子
さ
ん
〈
フ
ァ
ッ
シ
。
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

神
戸
っ
子
じ
ゃ
な
い
神
戸
っ
子
。
神
戸
が
大
好
き
だ
と
い
う
人
。

い
つ
も
大
阪
か
ら
足
を
の
ば
し
て
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
合
っ
て

る
ん
で
す
。
さ
す
が
で
す
。
神
戸
は
い
い
街
で
す
。

一

券

＃

国
中
富
樹
子
さ
ん
〈
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
神
栄
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
〉

ク
ニ

飲
み
仲
間
。
通
称
〃
お
国
さ
ん
“
本
名
は
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
。
「
よ
う
言
う
わ
』
と
ポ
コ
ン
と
肩
を
た
た
く
。
庶
民
的
で
カ

ラ
カ
ラ
し
て
い
る
。
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ｊ
９
ｊ
Ｄ
ａ
島
ｒ
０
ｇ
も

Ｃ
ｌ
凸
少
▽
で
■
Ｉ
３
Ｊ

Ｉ
０
ｉ
０
０
、
１
０
０
０
０
１
－
１
日
ｌ
１
Ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
１
Ｉ
９
Ｄ

，
ｌ

切
り
靴
７

２

〉

小
山
乃
里
子
さ
ん
〈
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
〉

い
た
ず
ら
っ
ぽ
さ
が
こ
の
人
の
魅
力
。
『
乃
里
子
さ
ん
は
美
人
や

な
ア
』
な
ん
て
言
っ
た
ら
、
ト
ン
ボ
め
が
ね
で
下
心
を
見
ら
れ
て

し
ま
い
そ
う
。 漣鞭

加藤きよ子さん
くモグンバレリーナ〉踊りのために
生まれて来たような娘。街を歩い
ていると、突然ピヨンと飛び出し
てくる娘。いつも踊っているよう
な可愛いいきよちやん。

！

．Ｐｐ

‘､、
『１

君
本

周

こ
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
ジ
ッ
と
し
て
い
て
く
れ
た
。
き
っ
と
『
神
戸

空
襲
を
記
録
す
る
会
』
の
出
版
の
こ
と
で
も
考
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
彼
の
目
は
遠
く
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。

昌
久
さ
ん
〈
詩
人
・
市
民
同
友
会
事
務
局
長
〉

小
笠
原
誠
二
さ
ん
〈
画
家
一
一
一
紀
会
〉

画
家
の
顔
を
平
気
で
描
い
て
い
る
自
分
に
気
が
付
く

と
、
途
中
か
ら
タ
ッ
チ
が
あ
や
し
く
な
っ
て
、
あ
と

で
見
せ
難
く
な
る
。
「
な
る
ほ
ど
ネ
ー
』
と
見
て
く

れ
た
。
気
を
使
っ
て
く
れ
た
。
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劇

ＡＩＤP

ビ

蓮毒

、 ､鐸
一と

初『.

忠、

． ~ 癖が

/崖Ｊ『'無》Ｉ。'：

-婦傘電』彩
内藤国雄さんく将桃九沙

へ
／
/j'

~ ~

？･･,；‘

ハ
洲.､４ ｝令‘) ．‐：

11．'11。‐.↑；1,1．『ｉＯＴｔＬ ′
Ｉ

巾
両
省
伍
さ
ん
〈
デ
ザ
イ
ナ
‐
・
サ
ロ
ン
・
ド
・
ナ
カ
ラ
〉

服
飾
は
い
い
で
す
な
ア
、
い
つ
も
美
人
の
ボ
デ
ィ
が
あ
る
か
ら
。

少
し
手
伝
わ
せ
て
ほ
し
い
な
ア
。

一
品
〃

服 部正さん
く大阪社会耶業短大教授＞

ｒ娘が先生の社大にお世話になっていたんで
すよ』「ア…･ ･ ･ そうですか」神戸というとこ
ろはどこからかつながりが出てくる。楽しい
街だ。『いつもどこかでお会いしてますなあ」

‘、z f P ．，､ノ

'錐上,魚ｼ墓
．１，』

ヘ

昭
子
さ
ん
〈
建
築
家
・
設
計
工
房
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ａ
〉

『
へ
シ
建
築
技
師
に
は
見
え
な
い
ね
え
」
こ
の
頃
の
若
い
人
の
職

業
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
だ
上
級
試
験
の
勉
強
中
だ
と
い
う
。
『
そ

れ
よ
り
建
築
家
と
結
婚
し
た
ら
：
．
・
・
・
』
『
し
て
ま
す
よ
』
『
ア
…
…

そ
う
』
『
離
婚
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
よ
」
『
イ
！
シ
」

謡､、『もうさん似とれへんやないか」とバシツと
くる, ､ 残念ながら将棋で言えば、詰みを見ら
れたいうのかなア。『絵も最初の線が‘･ 筋' , に
入ってないとガタガタになるやろ」さすが九
段、相手が悪い。

J 6

Ａ㎡

１‘

j僅亀と
弓
〕

高
月

y､、~釦

Ｉ.｛
蝋､ｉ

蕊
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国

４

な
い
し
ょ
話
シ
リ
ー
ズ
へ
妬
〉

軸
吻
圃
倒
ざ
眉
記
ｌ
Ⅲ
ｌ
亀
符
ム
ル
似

″
お
れ
へ
ん
〃
ゴ
リ
ラ
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ラ
お
れ

と
顔
見

見
逃
し

快
晴
の
朝
、
そ
の
Ⅱ
も
ゴ
リ
ラ
舎
の
巡
動
場
に
好
物
の
バ
ナ

ナ
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
大
根
菜
を
お
い
て
や
り
、
一
扉
を
開
け
て

や
る
と
巨
体
の
ザ
ー
ク
は
地
気
よ
く
走
り
出
た
。

そ
の
暫
く
あ
と
入
閣
者
の
ざ
わ
め
き
が
耳
に
入
り
は
じ
め
た
と

き
の
声
で
あ
る
。

「
ゴ
リ
ラ
何
処
へ
行
っ
た
ん
や
ろ
、
お
れ
へ
ん
／
，
」

「
今
日
は
ゴ
リ
ラ
君
お
休
み
ら
し
い
ね
」

「
す
み
ま
せ
ん
が
ゴ
リ
ラ
は
何
処
に
い
る
ん
で
す
か
」

本
当
な
ら
大
事
件
で
あ
る
。

ま
さ
か
、
ゴ
リ
ラ
が
、
幼
児
の
二
の
腕
も
あ
り
そ
う
な
太
い
鉄

鷺

霧：
§
§ 鴬鴬

師
騨
唖
睡
痔
峰
藤
』
厩
‐
‐
・
頓
玲
‐
Ｊ
‐

く
お
客
さ
ま
は
で
き
る
だ
け
、
ア
ッ
プ
で
し
か
も
次
か
ら
次
へ
、

麓lii
鍵露

ラ
ザ
ー
ク
は
座
り
こ
ん
で
い
た
。
だ
が
、
や
は
り
「
ゴ
リ

へ
ん
／
、
」
、
不
満
の
声
が
ず
っ
と
続
い
た
。

い
や
こ
れ
は
ゴ
リ
ラ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ

ニ
ホ

識麺謹諜瀞鍵蝉癖

動
物
の
は
で
な
動
き
を
の
ぞ
い
て
見
た
い
。

止
め
ず
に
〃
兇
流
し
見
学
″
が
そ
の
ほ
と
，

格
子
今
迂
へ
し
折
っ
て
逃
げ
出
す
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
で
も
気
に
な

る
担
巧
者
は
運
動
場
を
ひ
ょ
い
と
の
ぞ
き
み
た
が
、
別
に
異
常
は

み
う
け
ら
れ
な
い
。
何
時
も
な
が
ら
扉
を
背
に
し
た
オ
ス
の
ゴ
リ

そ
れ
で
い
て
、
足
も

ン
グ
マ
、
ヒ
ョ
ウ
、
シ
マ
ウ
マ
、
列
記
す
れ
ば
数
多
い
。
と
に
か

、に
っ
〃
で
は
な
い
。
い
く
ら
馴
れ
た
動
物
だ
ろ
う
と
、

●
ガ
マや

ま
る
裸
、
雌
防
備
に
姿
を
さ
ら
け
だ
す
よ
う
生
ぷ
こ
と

ロ
ノ諺

は
し
な
い
の
だ
。
そ
っ
と
体
を
や
す
め
る
そ
の
ひ
と

、
ワ郷

と
き
に
も
、
差
し
こ
む
陽
ざ
し
の
明
暗
を
計
算
し
て

峰
い
る
。
つ
ま
り
お
客
の
眼
か
ら
逃
が
れ
る
位
侭
を
、

ｎ
Ｕ型

ま
こ
と
に
う
ま
く
心
得
、
シ
マ
ウ
マ
、
キ
リ
ン
は
木

体
か
げ
を
背
に
た
た
ず
み
、
ク
マ
や
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
は
う

鱈
す
暗
い
寝
室
へ
の
通
路
穴
を
背
に
、
そ
し
て
ゴ
リ
ラ

鈴
の
ザ
ー
ク
は
僅
か
な
黒
塗
り
の
出
入
扉
に
ピ
タ
リ
身

る神
を
す
肺
リ
寄
せ
ひ
そ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
動
け
ば
白

却
壁
に
く
っ
き
り
、
ご
つ
い
か
ら
だ
が
浮
き
で
る
と
考

塞
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

噸
と
こ
ろ
が
、
そ
の
数
週
後
の
あ
る
側
、
な
ん
だ
か

鍵
ザ
ー
ク
に
落
蒜
き
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
と
ち
が
っ
て

や
迎
動
場
の
両
隅
つ
ま
り
、
お
客
側
か
ら
少
し
で
も
雌

、琴
れ
た
場
所
へ
行
っ
た
り
き
た
り
、
円
つ
足
の
体
を
ひ

球
よ
い
と
立
て
ひ
ざ
、
座
っ
た
と
思
っ
て
も
ま
た
動
く

畦
全
く
腰
が
き
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
だ
ろ
う
か

ｌ
・
見
に
行
っ
た
私
に
も
オ
ロ
オ
ロ
、
何
時
も
の
よ

う
に
こ
ち
ら
が
背
を
向
け
た
と
た
ん
、
扉
前
か
ら
ば

－
つ
と
体
当
り
、
こ
の
ゴ
リ
ラ
独
特
の
背
面
攻
哩
も

″
兄
流
し
見
学
“
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
。
ち
や
ん

せ
し
て
い
る
は
ず
の
動
物
た
ち
を
も
、
つ
い

て
し
ま
う
お
方
が
多
い
の
で
あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
お
客
さ
ま
ば
か
り
が
〃
う
か

５
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広
い
範
囲
が
見
え
る
の
で
後
か
ら
の
敵
を
い
ち
は
や
く
知
る
利
点

を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
片
眼
で
物
を
見
る

よ
う
な
も
の
で
立
体
視
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
れ
が
た
め
、

サ
イ
や
ゾ
ウ
は
〃
近
視
〃
だ
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
と
す
れ

ば
、
ゴ
リ
ラ
が
ぴ
た
り
黒
い
扉
を
背
に
、
じ
っ
と
わ
れ
わ
れ
を
前

方
視
し
て
い
た
こ
と
も
敵
に
は
背
を
見
せ
な
い
と
い
う
防
御
行
為

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
や
そ
れ
が
ま
た
、
ゴ
リ
ラ
は
わ
れ

わ
れ
人
間
同
様
、
色
の
識
別
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
意
味
し

て
い
た
の
だ
。

眼
の
水
晶
体
は
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
・
脆
孔
は
絞
り
、
そ
し
て
網

膜
は
フ
ィ
ル
ム
に
当
た
る
。
そ
の
網
膜
の
最
外
層
に
は
色
を
識
別

す
る
円
錘
細
胞
と
、
色
よ
り
も
明
暗
を
感
じ
る
梶
体
細
胞
と
の
視

神
経
細
胞
が
あ
っ
て
、
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
両
細
胞
を
も
っ

て
い
る
。
が
、
日
中
は
円
錐
体
が
、
夜
は
梓
体
が
働
く
の
で
夜
行

性
動
物
に
は
梓
体
が
多
く
、
昼
行
性
動
物
に
は
円
錘
体
が
多
い
傾

向
が
あ
る
。
ち
な
み
に
梓
体
の
多
い
動
物
、
つ
ま
り
夜
行
性
と
よ

ば
れ
る
も
の
は
ネ
ズ
ミ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
、
イ
ヌ
、
ネ
コ
、
フ
ク
ロ

ウ
、
コ
ウ
モ
リ
、
モ
グ
ラ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
赤
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
灰
色
か
黒
に
し
か
見
え

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
色
の
識
別
を
す
る
円
錘
体
の
多
い
の
は
鳥
類
で
、
中
で

も
特
に
視
力
が
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
猛
禽
類
だ
。
例
え
ば
ト
ビ
や

ハ
ヤ
ブ
サ
は
色
彩
感
覚
も
す
ぐ
れ
、
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
も
の
高

さ
か
ら
で
も
地
上
の
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
を
見
つ
け
、
急
降
下
し
て
は

捕
食
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
猿
類
、
特
に
ゴ
リ
ラ

や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
も
た
れ
ば
人
間
同
様
に

色
を
見
分
け
、
そ
の
生
活
行
動
に
は
常
に
色
覚
が
の
ぞ
か
れ
る
こ

と
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

さ
て
、
は
か
ら
ず
も
私
の
目
撃
し
た
こ
の
ザ
ー
ク
の
オ
ロ
オ
ロ

ぶ
り
。
実
は
〃
お
れ
へ
ん
じ
ゃ
な
い
か
″
と
い
う
客
に
お
気
を
使

っ
た
担
当
者
が
、
ザ
ー
ク
の
蛾
も
落
着
け
る
潜
行
場
所
で
あ
っ
た

せ
っ
か
く
の
黒
い
扉
を
、
な
ん
と
丹
念
に
白
ペ
イ
ン
ト
で
塗
り
つ

ぶ
し
て
し
ま
っ
た
翌
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

〈
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
〉

か
け
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
ば
か
り
か
、
デ
ヵ
イ
体
を
も
て
あ
ま

し
て
い
た
。

さ
て
、
話
が
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
動
物
の
眼
の
形
体
を
少
々
知

っ
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。

ま
ず
肉
食
獣
や
わ
れ
わ
れ
人
間
も
含
む
霊
長
類
の
よ
う
に
、
左

右
の
眼
が
正
面
で
横
に
並
ん
で
い
る
も
の
と
、
キ
リ
ン
、
サ
イ
、

ゾ
ウ
な
ど
草
食
動
物
の
よ
う
に
鼻
す
じ
を
狭
ん
で
顔
の
両
側
に
眼

が
つ
い
て
い
る
も
の
と
に
分
け
て
考
え
た
い
。
つ
ま
り
前
者
は
前

方
一
八
○
度
の
範
囲
は
見
え
て
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
後
方
は
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
前
は
左
右
両
眼
で
見
る
た
め
立
体

視
が
で
き
、
正
確
な
距
離
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
後
者
は
眼
が
体
の
両
側
に
あ
る
た
め
前
も
後
も
と
い
う

力ラカワレルノハ、イヤダ。見物客のイタズラにす早く天井へ。
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７

｢ 関寺小町」の花柳芳一さん

口
舞
台
随
筆

「
芳
一
の
会
」
の

東
上
に
想
う

佐
野
漣
箕

〈
神
戸
新
聞
姫
路
支
社
長
〉

花
柳
芳
一
師
が
会
に
と
な
っ
て
東
京

国
立
小
劇
場
で
初
め
て
の
舞
踊
会
を
も

っ
た
。
⑬
年
廻
月
皿
日
の
「
芳
一
の

会
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
あ
の
円
満
温
知

な
芳
一
師
を
東
京
へ
ひ
っ
ぱ
り
だ
し
た

の
に
は
五
世
芳
次
郎
師
の
熱
意
が
大
い

に
あ
っ
て
の
こ
と
ら
し
い
。
「
亡
父
芳
瞳

の
筆
頭
名
取
と
し
て
そ
の
芸
風
を
適
格

に
継
承
し
た
名
人
を
紹
介
し
た
か
っ

た
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
事
実
そ

の
通
り
芳
一
師
の
魅
力
は
素
踊
美
に
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
「
活
達
し
ゃ
脱
、
線

細
量
感
、
鋭
敏
円
満
が
配
分
よ
く
存
在

し
た
芸
風
」
と
作
者
駒
井
義
之
氏
は
評

し
て
い
る
。
「
助
六
」
「
関
寺
小
町
」

「
文
屋
」
の
三
古
典
素
踊
り
で
魅
了
し

た
の
は
当
然
な
が
ら
誠
に
当
を
え
た
選

灘

択
で
あ
っ
た
ｃ

ま
ず
芳
一
師
の
「
助
六
」
で
幕
が
あ

く
。
花
の
大
江
戸
の
イ
キ
と
風
傭
、
き

っ
ぱ
り
と
し
た
胸
の
す
ぐ
い
い
気
分
見

事
な
力
壁
。
休
憩
ｌ
続
い
て
「
花
競
四

季
寿
」
。
ま
ず
楽
堂
師
の
「
万
歳
」
か
し

こ
ま
っ
た
僻
台
の
出
の
め
で
た
い
ふ
ん

い
き
が
と
く
に
い
い
。
続
い
て
芳
恵
一

子
師
の
「
海
女
」
銀
波
に
千
鳥
の
赤
が

は
え
た
衣
装
で
す
が
す
が
し
い
。
そ
し

て
芳
一
師
の
「
関
寺
小
町
」
渋
く
香
気

あ
る
風
趣
、
力
感
、
関
寺
へ
帰
る
幕
切

れ
の
あ
の
わ
び
し
さ
の
極
み
、
こ
れ
を

舞
踊
の
だ
い
ご
味
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

続
い
て
家
元
寿
輔
師
の
「
鷺
娘
」
。
花
道

の
セ
リ
の
美
し
さ
、
感
受
性
の
強
い
い

か
に
も
家
元
の
踊
り
と
い
っ
た
風
格
、

そ
れ
に
古
典
の
イ
キ
。
休
憩
。
そ
し
て

芳
次
郎
師
、
芳
恵
一
子
師
の
「
菰
虎
」

こ
の
体
力
的
に
努
力
の
い
る
舞
踊
を
こ

れ
ま
た
文
楽
の
太
サ
オ
に
の
っ
て
踏
む

二
人
の
「
間
」
の
確
か
さ
。
芳
一
師
の

そ
れ
と
違
う
世
代
の
若
々
し
さ
と
み
ず

み
ず
し
さ
、
何
よ
り
大
切
な
覇
気
と
跳

動
感
、
い
い
か
え
る
と
芳
一
師
の
後
継

者
と
い
う
芳
恵
一
子
師
の
確
固
た
る
実

刀
の
証
明
と
い
え
た
。
最
後
は
芳
一
師

の
「
文
屋
」
。
芳
五
三
郎
、
与
而
師
を
官

女
に
つ
か
っ
て
の
軽
妙
さ
、
情
相
を
の

ん
び
り
、
ふ
っ
く
ら
ま
ろ
や
か
に
う
き

う
き
と
品
よ
く
「
因
果
は
め
ぐ
る
」
あ

た
り
の
金
扇
の
ひ
ら
め
き
の
見
事
さ
、

洗
練
さ
れ
た
古
典
と
は
こ
ん
な
に
も
新

鮮
な
も
の
な
の
か
、
全
体
的
に
す
み
ず

み
ま
で
神
経
が
ゆ
き
と
ど
き
舞
踊
の
喜

び
と
感
銘
を
与
え
た
そ
し
て
私
は
芳
一

師
の
舞
台
に
本
物
の
舞
踊
家
の
純
真
さ

と
執
念
を
み
た
。
三
時
間
の
こ
の
充
実

し
た
興
奮
、
劇
場
を
出
て
お
堀
の
黒
々

と
し
た
松
に
向
っ
て
「
よ
か
っ
た
、
よ

か
っ
た
、
こ
れ
が
本
物
の
踊
り
な
ん

だ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
が
、
そ
う
し
て
三

宅
坂
を
歩
い
た
の
は
私
一
人
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
芳
一
師
は
明
治
如
年
の

生
ま
れ
だ
か
ら
能
才
に
ま
る
。
か
ぜ
一

つ
知
ら
な
い
健
康
体
で
あ
る
。
ま
す
ま

す
の
健
斗
を
祈
る
の
も
ま
た
私
一
人
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

F 竜虎」の花柳芳恵一子・芳次郎さん
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フ3 ﾛ ﾌ ﾞ EこりサーＰの耐霊室( 3 )匂いの研究岡田淳

1１８

－教授、我々はこの研究に、少し深入りしすぎたのではないですか。
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残る問題は、いかに頭に生やすか、ですね
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竹
田
洋
太
郎

匪
胃
冨
凹
陣
儲
Ｈ
ｏ
冒
雪
の
雪
昌
○
門
丙
〈
岨
〉

数
年
前
の
日
本
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
が
レ
ジ
ャ
ー
を
過

ご
す
方
法
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
ご
ろ

寝
を
す
る
、
と
い
う
の
が
一
番
だ
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
識
者
は
「
Ⅲ
本
の
貧
し
さ
」
を
指
摘
し
、
レ
ジ
ャ
ー
を
過
ご
す

方
法
が
乏
し
い
の
を
な
げ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
な
ら
米
国
は
ど
う
か
。
た
し
か
に
日
本
よ
り
も
変
化
が
あ

り
そ
う
で
す
。
夏
な
ら
海
岸
、
プ
ー
ル
、
湖
へ
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の

も
い
い
し
、
冬
な
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
心
か
ら
車
で
一
時
間

余
り
で
ス
キ
ー
場
も
あ
り
ま
す
。
近
ご
ろ
は
日
本
同
様
、
映
而
の

再
興
も
め
ざ
ま
し
く
「
大
地
震
」
や
「
エ
ヤ
ポ
ー
ト
一
九
七
五
」

「
タ
ワ
リ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ァ
ー
ノ
」
と
〃
大
災
厄
映
面
″
は
観
衆

を
集
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
米
国
人
と
話
し
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
彼
ら
の
レ
ジ

ャ
ー
の
最
高
は
、
テ
レ
ビ
で
ご
ろ
寝
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
よ
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
の
で
す
ね
。

ご
ろ
寝
と
い
っ
て
も
畳
が
敷
い
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
・
チ
ェ
ア
（
こ
れ
は
主
人
の
座
）
か
ソ
フ
ァ
に

も
た
れ
て
手
許
に
ビ
ー
ル
の
カ
ン
を
置
き
、
左
手
に
パ
イ
プ
を
も

っ
て
テ
レ
ビ
を
見
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
な
ら
な
に
を
兇
る
か
。

こ
れ
を
問
題
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｈ
雁
Ⅲ
や
、
こ
と
に
新
年
の
休
み
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
股
高
の
祝

テ
レ
ビ
で
ご
ろ
寝

筆者

こ
ど
も
た
ち
は
「
エ
ア
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
を
兇
て
、
消
防
署
の

救
急
担
当
員
に
あ
こ
が
れ
、
ち
ょ
っ
と
大
き
く
な
る
と
「
六
ｎ
万

ド
ル
の
男
」
（
空
想
科
学
ス
パ
イ
探
偵
も
の
と
欲
ば
つ
た
も
の
）

に
血
を
わ
か
し
ま
す
。

つ
い
で
な
が
ら
、
日
本
で
も
や
っ
て
い
る
「
セ
サ
ミ
・
ス
ト
リ

ー
ト
」
の
ほ
か
に
、
こ
の
よ
う
な
教
育
番
組
が
上
、
日
曜
の
朝
な

ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
的
は
、
日
本
で
は
ど
う

受
け
取
ら
れ
て
い
る
か
知
ら
な
い
が
、
主
と
し
て
、
英
語
を
話
し

て
い
な
い
家
庭
の
学
齢
前
、
ま
た
は
低
学
年
の
子
供
た
ち
に
英
語

の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。
左
か
に
は
「
ビ
リ
ャ

聴
率
を
誇
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
。
こ
れ
が
春
か
ら
夏
の
シ
ー
ズ
ン
は
野
球
に
向
か
い
ま
す
が

数
で
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
最
高
で
す
。
お
正
月
の
ロ
ー
ズ
・
ボ
ウ

ル
、
オ
レ
ン
ジ
・
ポ
ウ
ル
は
、
に
ぎ
や
か
な
パ
レ
ー
ド
と
と
も
に

年
中
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
の
夜
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー
は
、
日
本
と
同
様
、
連
続
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
・
最
近
の
人
気
は
「
チ
コ
．
ア
ン
ド
・
ザ
・
マ
ン
」

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ス
ペ
イ
ン
語
系
米
人
の
青
年
と
、
彼
の
働
く
ガ

レ
ー
ジ
の
オ
ヤ
ジ
の
物
語
で
す
が
、
こ
う
し
た
人
種
の
差
が
い
ま

や
コ
メ
デ
ィ
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
荘
年
前
な
ら
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

〈
在
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
〉
え
・
た
か
は
し
も
う

’
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・
タ
レ
ン
ト
は
政
治
で
あ
ろ
う
が
、
経
済
で
あ
ろ
う
が
、
な
ん
で

も
実
に
よ
く
し
ゃ
べ
る
。
し
か
も
そ
の
間
に
ジ
ョ
ー
ク
が
な
け
れ

ば
タ
レ
ン
ト
と
は
い
え
な
い
の
で
す
。
悪
漢
役
を
や
ら
せ
れ
ば
最

高
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
こ
れ
に
よ
く
出
て
、
国
際
問

題
を
語
っ
た
り
、
そ
の
間
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ゴ
シ
ッ
プ
を
語
っ
た

り
す
る
わ
け
で
す
。

探
偵
も
の
で
は
「
コ
ロ
ン
ボ
」
も
面
白
い
が
、
ス
リ
ル
の
あ
る

の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
し
た
「
コ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
」
、
主
演

テ
リ
ー
・
サ
パ
ラ
ス
で
、
七
四
年
は
一
番
人
気
だ
っ
た
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
と
も
か
く
私
た
ち
の
歩
い
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
街
で
の
犯
罪
で
す
か
ら
、
迫
真
力
が
あ
る
。

夕
方
の
早
い
時
間
や
昼
間
は
、
こ
れ
は
日
本
で
見
た
続
き
も
の

・
ア
レ
グ
レ
」
と
い
う
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
英
語
を
並
行
し
て
子
供

の
教
育
を
や
る
番
組
も
あ
り
ま
す
。
前
に
も
一
度
い
っ
た
よ
う
に

米
国
に
住
む
人
の
中
に
は
英
語
を
し
ゃ
べ
る
の
に
苦
労
し
て
い
る

人
が
実
に
多
い
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
家
庭
も
含
め
て
。

私
の
よ
く
見
る
の
は
、
週
日
夜
十
一
時
半
か
ら
の
「
ジ
ョ
ニ
ー

・
カ
ー
ソ
ン
・
シ
ョ
ウ
」
つ
ま
り
深
夜
番
組
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
見
せ
物
を
や
る
こ
と
が
あ
る
が
、
大
て
い
は
有
名
タ
レ
ン
ト

を
引
っ
ぱ
り
だ
し
て
、
ジ
ョ
ニ
ー
の
司
会
で
シ
ャ
ベ
ル
わ
け
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
ト
ー
ク
・
シ
ョ
ウ
は
日
本
に
は
な
い
。

と
い
う
の
は
、
日
本
で
、
都
は
る
み
の
よ
う
な
タ
レ
ン
ト
を
呼

ん
で
き
て
、
内
閣
の
新
閣
僚
の
品
定
め
を
二
十
分
も
し
ゃ
べ
ら
せ

る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
が
、
米
国
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

２

の
再
映
、
再
々
映
。
ち
が
う
の
は
日
本
語
で
な
く
英
語

で
し
ゃ
べ
る
だ
け
。

夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
は
一
時
間
か
ら
二
時
間
、
深
夜
は

三
十
分
と
Ｈ
本
よ
り
ず
っ
と
長
い
。
こ
の
点
Ｈ
本
の
民

間
テ
レ
ビ
は
「
報
道
機
関
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
。

日
本
で
や
れ
ば
当
た
る
と
思
う
の
は
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
「
キ

ャ
ロ
ル
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ウ
」
（
こ
の
イ
ー
ー
シ
ア

ル
も
Ｃ
Ｂ
Ｓ
と
な
る
）
。

永
六
さ
ん
が
沖
縄
の
米
軍
放
送
で
見
て
絶
賛
し
て
い

ま
し
た
が
、
問
題
は
、
こ
の
コ
メ
デ
ィ
が
、
他
局
の
有

名
番
組
や
有
名
商
品
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
パ
ロ
デ
ィ
ー

で
徹
底
的
に
ひ
や
か
す
こ
と
で
す
。

こ
の
ユ
ー
モ
ア
は
日
本
人
の
ユ
ー
モ
ア
と
は
質
が
ち

が
う
し
、
ち
ょ
っ
と
受
け
付
け
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。昨

年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
日
本
人
向
け
テ
レ
ビ

番
組
が
週
一
度
、
土
曜
の
午
後
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
番
組
主
体
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
灯
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
の

っ
け
た
も
の
で
す
が
、
は
じ
め
は
「
あ
樫
忠
臣
蔵
」
つ

い
で
「
必
殺
仕
掛
人
」
、
そ
し
て
今
は
「
木
枯
し
紋
次

郎
」
な
ん
だ
か
妙
な
感
じ
で
す
。
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…
…
私
に
は
こ
の
目
で
は
っ
き
り
と
わ
か

か
こ
ま
れ
て
「
キ
ャ
メ
ラ
、
キ
ャ
メ
ラ
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

東
京
で
も
気
軽
に
舞
台
か
ら
握
手
し
た
。
握
手
し
た
だ
け
で
な私

最
後
の
シ
ョ
ー
が
終
わ
っ
た
の
が
十
二
月
二
十
Ｋ
日
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
夜
の
九
時
囚
○
分
で
あ
っ
た
。

東
京
品
川
の
ホ
テ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
デ
ィ
ナ
ー
・
タ
イ
ム

か
終
わ
っ
た
あ
と
の
八
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
。

大
阪
、
東
京
、
札
幌
の
大
ホ
ー
ル
で
各
一
回
出
演
し
た
の
ち
大

阪
の
ロ
イ
ヤ
ル
と
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
各
一
回
、
そ
し
て
最
後
の

二
十
Ｗ
Ⅱ
と
二
十
五
日
を
東
京
の
ホ
テ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
で
歌

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
メ
ラ
を
卯
う
七
十
三
歳
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
。
あ
る
人
か

「
私
は
貴
方
の
大
フ
ァ
ン
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
貴
方
は
何
本
の
映

価
に
出
ま
し
た
か
」

こ
の
質
問
に
彼
女
は
答
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
そ
の
人

が
握
手
を
求
め
た
と
き
手
を
出
さ
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
こ
れ

れ
か
ら

蕊

鱗; 鱗：き:

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

大

トい
りろ
ツ
ヒ

タ
ー
で
。
そ
し
て
舞
台
の
そ
で
か
ら
群
台
に
一
段
で
も
階

る
と
彼
女
は
嫌
や
が
っ
て
、
そ
の
そ
で
か
ら
舞
台
へ
大
き

渡
し
そ
の
上
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
股
く
こ
と
を
命
令
し
た
。

は
来
日
披
露
宴
の
席
上
の
こ
と
で
あ
る
。

帝
国
ホ
テ
ル
に
泊
っ
て
い
て
誰
ひ
と
り
部
屋
に
入
れ
な
い
。
用

件
は
す
べ
て
ド
ア
の
下
か
ら
手
紙
で
。
食
事
は
す
べ
て
部
屋
の
中

阪
と
東
京
の
入
り
が
ひ
ど
く
悪
く
て
彼
女
を
さ
び
し
が
ら
せ
た
ら

〈 し
い
が
札
幌
で
は
満
席
と
な
り
郷
台
か
ら
多
く
の
人
に
握
手
を
し

そ
の
多
く
の
人
の
方
へ
郷
台
か
ら
下
り
て
行
っ
て
そ
の
人
た
ち
に

に
押
し
つ
け
て
サ
イ
ン
、
サ
イ
ン
と
叫
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ

’
2２

段
が
あ

な
板
を

で
。
こ
れ
は
実
話
で
あ
る
。
楽
屋
か
ら
ス
テ
イ
ジ
へ
は
エ
レ
ベ
ー

は
一
番
前
の
中
央
の
テ
ー
ブ
ル
だ
っ
た
の
で
私
の
目
の
前
で
デ
イ

Ｉ
ト
リ
ッ
ヒ
は
歌
っ
て
い
た
の
だ
が
、

Ｉ
ト
リ
ッ

て
き
た
。
そ
う
ビ
ッ
ク
リ
し
て
私
に
打
ち
明
け
た
済
い
フ
ァ
ン
が

い
た
。
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
や
さ
し
か
っ
た

の
で
あ
る
。

二
Ｈ
目
に
ち
ゃ
ん
と
彼
女
の
写
真
に
サ
イ
ン
を
し
た
の
が
送
ら
れ

、
一
十
五
口
の
妓
終
の
夜
の
シ
ョ
ー
は
涙
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
デ
イ

こ
れ
は
す
べ
て
話
に
尾
ひ
れ
の
つ
い
た
伝
説
の
こ
と
な
の
だ
が

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
自
分
の
住
所
を
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
の
手

上
は
す
べ
て
の
卜
八
番
の
歌
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

手
に
は
七
十
三
歳
の
し
わ

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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最
後
の
シ
ョ
ー
が
す
ん
で
半
時
間
の
あ
と
、
彼
女
は
衣
服
を
着

梼
え
て
私
た
ち
だ
け
の
仲
間
の
前
に
姿
を
見
せ
た
。
き
れ
い
な
赤

い
上
着
に
真
黒
の
男
の
ズ
ボ
ン
。
そ
の
足
が
や
っ
ぱ
り
見
事
な
も

は
私
の
目
前
で
コ
ッ
パ
ミ
ジ
ン
に
散
っ
た
か
に
思
え
た
。
そ
こ
に

い
る
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
ま
る
で
可
愛
い
い
オ
バ
サ
マ
だ
っ
た
。

一
時
間
た
て
つ
づ
け
に
歌
っ
て
次
第
に
そ
の
声
が
一
層
つ
や
を
深

め
た
。
最
後
は
「
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ン
・
ラ
ヴ
ァ
ゲ
ン
」
で
し
め
く

く
っ
た
が
、
「
ロ
ー
ラ
」
を
は
じ
め
「
ジ
ョ
ー
ー
ー
」
そ
し
て
「
リ

リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
と
「
花
は
ど
こ
へ
行
っ
た
」
そ
れ
に
懐
し
い

「
ブ
ル
ー
・
ヘ
ブ
ン
」
一
時
間
休
む
ひ
ま
な
く
歌
い
、
こ
ち
ら
は

涙
が
あ
ふ
れ
メ
ガ
ネ
が
曇
っ
て
老
女
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
が
「
ブ
ロ

ン
ド
・
ヴ
ィ
ナ
ス
」
の
こ
ろ
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
に
メ
ガ
ネ
の
向

う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
兇
え
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ほ
ど
手
の
か
か
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
こ
れ
が
仙
話
係
の

人
の
打
ち
あ
け
ば
な
し
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
中

で
自
分
で
自
分
の
身
に
つ
け
る
も
の
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
の
だ

そ
う
だ
。
一
度
そ
の
留
守
中
の
部
屋
の
中
の
冷
蔵
庫
を
開
い
て
見

る
と
ゆ
で
卵
が
二
個
と
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
の
パ
ン
の
半
分
が
そ
れ
ぞ

れ
セ
ロ
フ
ァ
ン
に
小
さ
く
包
ん
で
入
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た

机
の
上
に
は
、
そ
っ
と
ひ
と
り
で
も
ら
っ
た
花
の
一
つ
を
押
し
花

に
し
て
い
た
そ
う
だ
。
と
に
か
く
手
紙
ば
か
り
書
い
て
い
る
人
で

す
よ
と
も
打
ち
明
け
た
。

が
見
え
、
首
す
じ
に
も
重
な
る
し
わ
が
見
え
た
の
に
、
歌
い
出
す

や
そ
れ
ら
の
老
い
は
兄
事
消
え
去
っ
た
。

両
手
の
使
い
方
、
顔
の
向
き
を
サ
ッ
と
変
え
る
そ
の
美
し
さ
。

私
と
目
が
逢
う
た
び
に
嬉
し
げ
に
ま
た
も
握
手
し
た
。

と
呼
ん
で
私
を
抱
え
て
キ
ャ
メ
ラ
の
前
に
立
っ
た
。
作

の
動
き
、
そ
の
線
ひ
と
つ
に
も
気
を
く
ば
っ
て
い
た
。

し
め
写
真
を
と
ろ
う
と
キ
ャ
メ
ラ
を
目
で
さ
が
し
回
っ
た
。
そ
の

う
ち
に
立
ち
か
わ
り
入
れ
か
わ
り
い
る
ん
左
人
が
や
っ
て
来
て
彼

女
を
と
り
ま
い
て
、
彼
女
は
き
ょ
と
き
ょ
と
と
愛
蛎
を
振
り
ま
い

人
も
よ
せ
つ
け
ぬ
と
い
う
伝
説
の
大
ス
タ
ー
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ

－
ク
で
足
を
痛
め
た
た
め
舞
台
か
ら

た
い
た
し
さ
を
見
せ
た
。
そ
れ
が
歌

さ
が
よ
み
が
え
る
の
で
あ
っ
た
。
や

に
、
彼
女
は
い
ろ
ん
な
人
に
と
り
ま
か
れ
、
つ
い
に
一
度
も
腰
を

か
け
な
か
っ
た
。

目
の
前
、
じ
か
に
私
は
デ
ィ
ー
ト
リ

た
。
中
央
の
奥
に
大
き
な
三
人
が
け
の
ソ
フ
ァ
ー
を
用
意
し
た
の

ツ
ヒ
を
見
た
。
そ
ば
に
は

の
だ
っ
た
。
私
が
紹
介
さ
れ
た
と
き
、
彼
女
は
私
を
両
手
で
抱
き

舞台を下りた彼女は、まるで可愛いい、愛嬬ある女性だった。

た
も
握
手
し
た
。
キ
ャ
メ
ラ

前
に
立
っ
た
。
舞
台
で
は
手

く
ば
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ョ

ひ
き
さ
が
る
と
き
老
女
の
い

い
出
す
や
シ
ャ
ッ
キ
リ
と
若

わ
ら
か
い
電
光
の
下
で
彼
女

の
首
を
三
重
に
や
わ
ら
か
く

し
め
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
首

飾
り
と
銀
い
ぶ
し
の
イ
ブ
ニ

ン
グ
で
デ
ィ
ー
ト
リ
ソ
ヒ
が

蝶
に
見
え
た
。
銀
の
蝶
に
見

え
た
。
私
は
そ
の
姿
を
涙
で

か
す
ん
だ
目
で
見
た
せ
い
か

さ
ら
に
キ
ラ
キ
ラ
光
る
蝶
に

兄
え
た
。
そ
れ
が
ベ
ス
ト
を

つ
く
し
力
か
ぎ
り
で
そ
の
最

後
の
シ
ョ
ー
に
打
ち
こ
ん
で

い
る
そ
の
精
神
の
そ
の
姿
が

さ
ら
に
彼
女
を
美
し
く
し
た

３
１
２
１
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唇
の
薄
い
パ
リ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
錬
ル
に
止
め
を
さ
す
と
Ｈ

聞
い
て
い
た
が
、
こ
う
も
意
表
を
突
か
れ
よ
う
と
は
／
〉

パ
リ
は
芸
術
の
都
。

娼
婦
も
、
セ
ッ
ク
ス
の
芸
術
家
。
い
や
、
芸
術
作
品
そ
の
も

の
。
み
ず
か
ら
を
実
験
台
に
、
芸
を
錬
り
、
術
を
錬
る
こ
と
に
余

念
の
な
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
錬
ル
ノ
．

は
て
さ
て
、
お
立
合
い
。
テ
ッ
ド
ラ
ピ
ド
ス
製
の
ジ
ー
ン
ズ
を

脱
ぐ
と
、
女
は
生
ま
れ
た
ま
ま
の
あ
で
姿
／
、
。
ブ
ラ
ウ
ン
の
恥
毛

も
、
今
流
行
の
ハ
ー
ト
型
。
（
こ
こ
ま
で
は
先
月
号
）

今
月
は
、
そ
ん
な
彼
女
が
、
酔
眼
隙
肺
、
満
腹
の
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ

ア
氏
を
サ
カ
ナ
に
、
如
何
な
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
錬
ル
ぶ
り
を
発

揮
す
る
か
、
後
は
読
ん
で
の
お
楽
し
み
。

彼
女
は
「
お
先
に
／
，
」
と
ば
か
り
、
鞍
馬
天
狗
も
顔
負
け
に
、

全
裸
で
宙
を
飛
ん
で
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
に
も
ぐ
り
込
み
、
「
さ
あ
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
。
後
は
、
あ
な
た
の
な
す
が
ま
ま
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か

り
に
も
う
目
さ
え
閉
じ
て
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
を
待
っ
て
い
る
。

〈
オ
ッ
パ
イ
は
、
仰
向
け
に
寝
て
い
る
の
に
、
何
と
、
オ
ワ
ン

を
伏
せ
た
よ
う
に
、
ポ
コ
ッ
と
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
。
普
通
は

体
か
ら
隆
起
し
て
い
る
と
か
、
も
り
上
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼

女
の
は
、
別
の
部
品
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
だ
。

底
辺
の
円
周
が
歴
然
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
？
〉

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
も
遅
れ
て
な
ら
じ
と
、
ベ
ッ
ド
へ
飛
び
込
み

ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
、
こ
の
期
に
お
よ
ん
で
は
じ
め
て
悟

〈
瓢
〉

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

え
・
浅
野
俊
一

を
く
ね
ら
せ
る
ば
か
り
の
喜
び
よ
う
で
あ
る
。
尺
八
の
技
術
は
、

プ
ロ
ネ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
錬
ル
‘

オ
ッ
パ
イ
と
い
い
、
表
皮
は
締
っ
て
い
る
の
だ
が
、
握
り
締
め
る

わ
れ
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
し
い
だ
ろ
う
。
〉

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
、
指
先
の
攻
撃
目
標
を
、
彼
女
の
局
部
に

段
々
に
し
ぼ
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
遂
に
た
ま
り
か
ね
て
、
首

に
回
し
て
い
た
左
手
を
彼
女
の
背
中
の
下
へ
回
し
、
右
手
の
指
先

で
彼
女
の
局
部
に
さ
ぐ
り
を
入
れ
た
が
ら
、
自
分
の
顔
を
彼
女
の

左
右
の
乳
房
に
埋
め
る
恰
好
で
、
小
さ
な
種
な
し
ブ
ド
ウ
の
よ
う

に
可
愛
い
い
乳
首
を
左
右
交
互
に
思
い
切
り
吸
い
始
め
た
。
そ
し

て
、
時
に
は
、
彼
女
の
花
弁
の
よ
う
な
唇
へ
の
接
吻
を
も
さ
し
は

さ
ん
だ
の
で
あ
る
。

左
手
を
彼
女
の
首
に
巻
き
つ
け
、
右
手
で
ま
ず
待
望
の
オ
ッ
パ
ィ

を
「
ガ
バ
ッ
」
と
わ
し
づ
か
み
に
し
、
右
足
を
サ
ッ
と
、
彼
女
の

両
も
も
の
中
へ
割
り
込
ま
せ
、
ひ
ざ
で
局
部
を
圧
し
た
。
そ
し
て

右
手
で
、
骨
細
の
肩
を
抱
い
て
引
き
寄
せ
た
。

か
さ
だ
。
幅
狭
に
小
さ
く
可
愛
い
い
頭
に
羽
根
の
よ
う
な
金
髪
。

く
び
れ
た
短
く
細
い
ウ
エ
ス
ト
。
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
可
愛
い
い
お

尻
／
・
右
手
か
一
本
し
か
な
い
の
か
残
念
だ
。
頭
、
肩
、
お
尻
、

オ
ッ
パ
イ
と
、
順
番
に
さ
わ
ら
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
一
度
に
さ

彼
女
は
や
に
わ
に
身
を
起
し
た
か
と
思
う
と
、
牛
若
丸
の
ご
と

き
早
業
に
身
を
翻
し
て
、
頭
と
足
の
位
置
を
逆
に
し
、
Ｈ
・
ジ
ュ

ニ
ア
氏
の
ジ
ュ
ニ
ア
を
口
に
く
わ
え
た
の
で
あ
る
。

〈
パ
リ
の
娼
婦
は
、
チ
ン
検
の
意
味
も
あ
っ
て
尺
八
す
る
と
は

と
カ
ラ
ダ
の
芯
ま
で
サ
ク
ッ
と
指
先
が
達
す
る
ほ
ど
喰
い
込
む
柔

し
て
い
る
せ
い
か
、
サ
ラ
ッ
と
し
て
最
高
の
感
触
だ
。
腕
と
い
い

る
。
パ
リ
ジ
ャ
ン
ヌ
に
、
た
る
ん
だ
、
は
れ
ぽ
つ
た
い
唇
は
ほ
と

っ
た
唇
は
、
尺
八
に
適
し
た
天
与
の
民
族
的
素

空
気
が
乾
燥

2４

ん
ど
い
た
い
。
ア
ル
ヌ
ー
ル
や
バ
ル
ド
ー
は
む
し
ろ
異
端
で
あ

る
。
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
の
唇
が
正
統
な
の
だ
。
そ
の
薄
く
締

た
だ
も
う
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
「
オ
ー
オ
ー
」
と
悶
え
、
身

っ
た
の
で
あ

〈
こ
ん
な
素
晴
し
い
肩
を
抱
い
た
こ
と
が
な
い
。質

を
遺
憾
な
く
あ
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ら
わ
し
、
そ
の
技
術
を
裏
付
け
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に

フ
ラ
ン
ス
語
を
美
し
く
し
ゃ
べ
る
こ
と
も
、
尺
八
に
適
し
た
唇
を

錬
り
き
た
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
尺
八
は
た
だ
漠
然
と
し

ゃ
ぶ
っ
た
り
、
吸
っ
た
り
、
舌
で
た
め
回
し
て
も
だ
め
で
あ
る
。

ポ
ー
ル
の
根
方
を
か
み
そ
り
の
よ
う
な
唇
で
く
わ
え
、
ピ
チ
ッ
と

締
め
つ
け
固
定
し
て
お
い
て
こ
そ
、
効
果
満
点
な
の
だ
。

ジ
ュ
ニ
ア
が
勃
起
す
る
の
を
見
計
い
、
彼
女
は
さ
っ
と
彼
に
打

ち
ま
た
が
り
、
女
性
自
身
に
素
早
く
つ
ば
を
つ
け
、
パ
ク
リ
パ
ク

リ
と
二
段
が
ま
え
に
彼
の
ポ
ー
ル
を
く
わ
え
込
ん
だ
。

「
ア
シ
、
ア
シ
、
ア
ッ
ノ
」
と
、
悶
え
る
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
を
尻

目
に
、
彼
女
は
彼
の
腰
に
手
を
あ
て
が
い
、
機
関
銃
の
ご
と
く
、

俊
烈
に
ピ
ス
ト
ン
運
動
を
「
タ
、
夕
、
タ
、
タ
」
と
お
っ
始
め
た
。

〈
い
さ
さ
か
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
過
剰
気
味
だ
。
こ
れ
で
昇
天
さ
せ
ら

れ
て
は
余
り
に
も
呆
気
な
い
。
も
う
少
し
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
こ

う
〉
と
ば
か
り
、
彼
は
ガ
バ
ッ
と
起
き
上
が
り
、
彼
女
を
ま
と
も

彼ふだシハそ兄を左を型囲リの面ヤに
女ら相、ヌヨ無つと尺すい見にん盛大モしン寝
はせ当錬味とれ八で。せ刈でり陰りたヌか

相
当
激
し
く
彼
女
の
ホ
ー
ル
周
辺
に
く
ち
づ
け
の
雨
を

ふ
ら
せ
て
か
ら
正
常
位
に
も
ど
り
再
び
女
ら
し
い
肩
を
抱

い
た
。
彼
女
は
自
分
の
局
部
に
つ
ば
を
手
早
く
つ
け
親
切
に
誘
導

す
る
の
だ
っ
た
。
パ
ク
リ
パ
ク
リ
。
ポ
ー
ル
は
確
実
に
ホ
ー
ル
に

キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
た
。

彼
女
は
、
Ｒ
を
つ
ぶ
り
悶
え
、
小
さ
な
頭
に
金
髪
が
羽
根
の
よ

う
に
揺
れ
る
。
「
ア
ア
、
ア
ア
、
ア
ア
、
ア
ア
ノ
．
」
と
、
ま
た
も

や
彼
女
は
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
ピ
ス
ト
ン
運
動
を
精
一
杯
お
っ
始
め

る
の
だ
。
凄
い
リ
ズ
ム
と
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。

〈
何
と
い
う
け
な
げ
な
サ
ー
ビ
ス
精
神
。
何
と
い
う
見
上
げ
た
プ

ロ
意
識
。
金
の
玉
に
手
を
添
え
て
洗
っ
た
と
い
う
だ
け
で
三
千
円

ア
ッ
プ
を
要
求
す
る
ト
ル
コ
鯉
と
は
段
違
い
だ
。
〉

遂
に
、
彼
女
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
最
悪
の
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏

に
、
外
野
観
覧
席
の
ど
真
中
に
、
ス
ト
レ
イ
ト
に
ラ
イ
ナ
ー
で
、

深
々
と
と
ど
く
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
チ

ッ
プ
や
フ
ァ
ー
ル
を
打
た
せ
て
自
ら
の
体
力
の
消
耗
を
防
ぐ
娼
婦

が
多
い
と
い
う
の
に
。
…
：
。
（
以
後
次
号
に
つ
づ
く
）

５
１
２
１

せ
て
、
そ
の
股
間
に
頭
を
突
っ
込
み
、
ヘ
パ
リ
ジ

の
貝
の
具
合
や
如
何
に
？
〉
と
彼
女
の
貝
に
初
対

Ｏモ
リ
、
モ
コ
モ
コ
、
チ
マ
チ
マ
、
マ
ン
コ
・
彼
女

唇
は
、
パ
リ
の
石
畳
の
ご
と
く
黒
灰
色
に
コ
リ
コ

上
が
っ
て
ホ
ー
ル
と
核
弾
頭
を
パ
ッ
チ
リ
堅
固
に

、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
防
衛
し
て
い
る
。
ハ
ー
ト

リ
込
ま
れ
た
周
囲
の
芝
生
は
、
美
し
い
ス
ロ
ー
プ

て
い
る
。
ち
り
一
つ
た
い
。
雑
草
一
本
生
え
て
い

良
く
手
入
れ
さ
れ
た
最
高
の
グ
リ
ー
ン
だ
。

に
、
彼
女
は
素
早
く
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
の
ポ
ー
ル

し
て
い
る
。
ど
っ
ち
へ
転
ん
で
も
尺
八
だ
。
彼
も

る
ば
か
り
が
能
で
は
な
い
と
、
核
弾
頭
め
が
け
て

唇
を
そ
え
味
見
を
す
る
。

無
臭
。
清
潔
そ
の
も
の
だ
。
こ
れ
ぞ
プ
ロ
フ
ェ
ッ

ル
の
身
だ
し
な
み
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
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灘驚
ただ今、準備中です

☆
心
の
通
い
合
う
店

サ
ボ
テ
ン
の
あ
る
店

中
山
手
の
神
戸
女
子
短
大
の

斜
め
向
か
い
に
テ
ィ
ー
＆
ス
ナ

ッ
ク
〃
サ
ボ
テ
ン
〃
が
あ
る
。

店
の
若
い
マ
ス
タ
ー
が
大
の

サ
ボ
テ
ン
好
き
で
、
カ
ウ
ン
タ

ー
の
上
に
も
大
き
な
サ
ボ
テ
ン

が
お
い
て
あ
る
。

か
わ
、
ね
ぎ
み
、
ひ
つ
ぷ
、
手

羽
に
は
特
に
よ
く
合
う
と
い

う
。
他
に
特
製
ニ
ン
ニ
ク
入
り

ポ
ン
ズ
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
烏

は
炭
火
で
焼
き
あ
げ
る
。

焼
き
鳥
各
六
○
円
、
手
羽
（
三
つ
）
一
二

○
円
、
も
も
三
九
○
円
、
烏
の
酢
の
物
二

○
○
円
さ
さ
み
の
刺
身
二
○
○
円
焼
お
に

ぎ
り
（
三
ｅ
一
六
○
円
日
本
酒
ビ
ー
ル

ウ
ィ
ス
キ
ー
各
種
あ
り

Ｐ
Ｍ
４
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
日
曜
日
休
み

電
話
○
七
八
（
三
三
二
）
一
三
一
六

六
甲
店
は
（
八
四
二
）
○
一
九
四

☆
わ
れ
ら
〃
小
万
″
卒
業
生

ス
タ
ン
ド
＆
ス
ナ
ッ
ク
〃
か

て
な
〃
の
マ
ス
タ
ー
嘉
手
納
好

宏
さ
ん
が
ク
ラ
ブ
〃
小
万
〃
か

ら
独
立
し
た
の
は
一
年
半
前
。

カ
ウ
ン
タ
ー
席
だ
け
の
ス
ペ

ー
ス
の
ぜ
い
た
く
な
と
り
方
、

肩
の
こ
ら
ま
い
雰
囲
気
と
和
や

か
さ
、
そ
れ
と
豊
富
な
洋
酒
と

が
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
る
。

料
理
も
本
格
的
表
も
の
を
出
す

生
田
区
中
山
手
通
一
丁
目
九
○
英
健
ピ

ル
一
階
雷
三
三
一
’
一
三
一
六

カ
ウ
ン
タ
ー
席
以
外
に
奥
に

は
テ
ー
ブ
ル
席
も
あ
っ
て
、
静

か
を
雰
囲
気
の
な
か
で
談
笑
す

る
に
は
も
っ
て
来
い
。

〃
サ
ボ
テ
ン
〃
に
は
老
若
男

女
、
外
人
も
混
じ
え
て
様
々
な

人
が
来
る
。
そ
れ
も
、
お
客
さ

ま
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

店
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
話
を
聞
い

て
い
る
と
そ
れ
が
よ
く
分
か
る

店
の
人
と
来
ら
れ
る
人
と
の

心
の
通
い
合
う
場
ｌ
そ
れ
が

ス
ナ
ッ
ク
〃
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
〃

は
〃
小
万
″
の
真
知
子
、
小
夜

ご
両
人
の
店
で
、
店
の
名
は

ほ
ん
の
り
と
匂
う
よ
う
な
リ
リ

シ
ズ
ム
に
あ
こ
が
れ
て
つ
け
た

そ
う
。
女
性
の
こ
ま
や
か
さ
が

感
じ
ら
れ
る
店
だ
。

生
田
区
中
山
手
通
一
丁
目
九
一
古
林
ピ
ル

三
階
雷
三
一
一
一
’
二
二
二
八

びっと･ いん

衣

落ち着いた店内

〃
サ
ボ
テ
ン
〃
な
の
だ
。

平
日
Ａ
Ｍ
９
１
Ａ
Ｍ
１
・
鋤
日
曜
Ａ
Ｍ

ｍ
１
Ｐ
Ｍ
６
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
は
ラ
ン

チ
サ
ー
ピ
ス
ピ
ラ
フ
ま
た
は
カ
レ
ー
ま

た
は
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
卵
誹
三
五
○
円

聯
郡
付
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
ン
チ
四
○
○
円

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
一
丁
目

電
話
○
七
八
（
二
四
一
）
七
○
六
○

☆
当
店
自
慢
〃
特
製
カ
レ
ー
焼

き
″
を
ど
う
ぞ
／
、

六
甲
で
七
年
の
伝
統
を
も
つ

焼
き
鳥
の
店
〃
烏
や
す
″
が
こ

の
ほ
ど
元
町
店
を
開
い
た
。
場

所
は
国
鉄
元
町
駅
西
口
前
浜
川

元
町
プ
ラ
ザ
地
下
一
階
。

こ
の
店
の
自
慢
は
特
製
カ
レ

ー
焼
き
。
焼
き
鳥
を
特
別
ブ
レ

ン
ド
の
カ
レ
ー
粉
で
味
つ
け
す

る
。
塩
、
胡
撒
、
七
味
唐
芥
子

な
ど
は
ど
こ
の
店
で
も
使
っ
て

い
る
が
カ
レ
ー
粉
は
こ
の
店
だ

け
。
と
り
わ
け
お
酒
を
飲
み
な

が
ら
食
べ
る
人
に
は
好
評
で
、

" かてな, ，の店内

〃
男
爵
″
の
数
多
い
メ
ー
ー

ュ
ー
の
な
か
で
も
特
に
お
奨

め
し
た
い
の
は
神
戸
肉
の
短

剣
焼
（
千
六
両
円
）
。
短
剣

に
最
上
の
神
戸
肉
を
グ
サ
リ

と
つ
き
刺
し
目
の
前
で
火
に

あ
ぶ
り
な
が
ら
楽
し
む
。
エ

ビ
も
あ
る
（
千
五
百
円
）
。

店
の
雰
囲
気
が
い
い
の
で

二
人
づ
れ
や
女
性
の
グ
ル
ー

プ
が
多
い
。
特
に
土
曜
日
と

も
な
る
と
女
性
ば
っ
か
り
だ

そ
う
だ
。
ビ
ー
ル
三
百
円
、

鴬: 鍵鱗

水
割
（
Ｏ
Ｌ
Ｄ
）
四
百
円
、

ボ
ト
ル
六
千
円
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ

Ｍ
狸
日
曜
日
休
み

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

レ
ス
ト
ラ
ン

男
爵

生
田
区
中
山
手
通
一
丁
目
一

八
山
手
第
一
ビ
ル
一
階

回
二
四
一
’
○
七
七
八

こ
の
二
月
で
六
年
目
を
迎

え
る
。
〃
男
爵
″
と
い
う
店

名
は
カ
ッ
コ
い
い
か
ら
つ
け

た
そ
う
だ
が
、
店
内
の
イ
ン

テ
リ
ア
は
仲
々
凝
っ
て
い
て

ス
テ
キ
な
雰
囲
気
を
か
も
し

出
し
て
い
る
。
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ＳＡＬ０N ＫＯＢＥＴＩＤＡＩ

ファッション時代のミニ・サロン
、神戸時代" ・ちょっと変った名前ですが新しい神戸時代
を目指した神戸っ子のサロンです。
神戸で最もファッショナブルな北野町、山本通界わい

のファッショナブルなサロンー、 ､ 神戸時代 " ・
神戸っ子の憩いの広場であったり、談論風発のサロン

にもなり、ミニパーティーがひらかれたり、ミニ発表会
が行なわれたり素晴しい' i 青報交換の場になります。
お誘い合わせのうえお越しください。
５：００Ｐ. Ｍ・～１：００Ａ. Ｍ、日日雀日

SAL●N糠戸涛代
神戸市生田区中山手通１丁目２８

モンシャトーコトブキビノレ１Ｆ
ＴＥＬ２４２－３５６７
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欧米の心身障害者を訪ねて
橋本明著くカラー8 ぺー ジ､本文3 2 0 ぺー ジ､；

、

世界の福祉施設

各
書
店
で
好
評
発
売
中
／
、

⑪
福
祉
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
あ
な
た
も
一
冊
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
／
、

1２８

送料2 0 0 円

つ
ぞ
／
、
郡２，３３くＬＥ

主
な
内
容
Ｔ

⑦
神
戸
か
ら
シ
ア
ト
ル
へ

Ｆ

●
ク
ラ
ィ
シ
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
７

②
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
ルビ

●
里
親
発
見
活
動

神

●
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
ペ
ア
レ
ン
ト
大

●
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ベ
ー
ー
ュ
ー
・

の

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
３

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
町

③
病
院
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
率

●
レ
ニ
ァ
・
ス
ク
ー
ル
田

●
ア
メ
リ
カ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
椎

③
社
会
福
祉
と
Ｐ
Ｒ
活
動
戸

ｅ
砂
漠
の
中
の
老
人
の
町

神

●
ポ
ー
イ
ズ
・
タ
ウ
ン
Ｏで

●
パ
ー
キ
ン
ス
盲
学
校

ま

●
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
子
供
博
物
館
部集

●
ア
ピ
リ
テ
ィ
ー
ズ

●
ロ
ン
ド
ン
の
バ
ー
ナ
ー
ド
ホ
ー
ム
編

④
奇
蹟
の
町
・
ル
ル
ド
を
訪
ね
て
詞

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
老
人
の
町
つ

●
ベ
ｉ
テ
ル
ー
西
ド
イ
ツ
の
障
害
者
戸

の
町
（
ド
イ
ツ
）

神ｒ

●
ヘ
ッ
ト
・
ド
ル
プ
ー
未
来
を
拓
く
オ
ー

ラ
ン
ダ
の
コ
ロ
ニ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
）
肝はみ込

一
冨
鑑
誤
謹
誘
需
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